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第 1 章では， ドデシルジメチルアミン，その塩酸塩とエピクロロヒドリンとの反応を検討し， ビス型アンモニウム






















(2) NMR を用いて， ドデシルジメチルアミンと他のジクロロ化合物との反応性を比較してエポキシ環と中間体のヒ
ドロキシル基による隣接基関与が働くことにより，その反応は速やかに進行することを明らかにしている。
(3) この反応中に働くヒドロキシル基による隣接基関与を詳細に調べ，その効果はヒドロキシル基からの距離に依存
することを確認している o
(4) アルキルアミンとエピクロロヒドリンとの反応から得られたビス型アンモニウム塩は，従来のモノ型アンモニウ
ム塩に比べ，良好な水溶性，一桁から二桁程度低いミセル形成濃度 (CMC)，高い起泡力及び泡安定性など特徴的
な界面物性を示すこと，並びにビス型アンモニウム塩の中央の連結部の構造は泡安定性に大きな影響を与えること
を明らかにしている。
(5) 一つの分子内に疎水基と親水基をそれぞれ複数個有する多重型アンモニウム塩の合成において，アルキルアミン
とエピクロロヒドリンとの反応系を用いて重合度を正確かっ容易に調節できる方法を確立している o
(6) 多重型アンモニウム塩の界面物性の測定の結果から，分子内の疎水基と親水基の数を調節することにより，界面
活性剤の高機能化及び界面物性の制御が可能となることを明らかにしている。
(7) アルキル鎖にアミド基を組み込むことにより化学分解が期待されるビス型アミドアンモニウム塩がー操作で簡便
に合成ができ，それらの化合物は従来のアルキルアンモニウム塩に比べ，優れた界面物性を示すことを明らかにし
ている。
以上のように，本論文は，新規な構造を有するビス型及び多重型アンモニウム塩の簡便な合成法の確立とともに，
界面活性剤の構造と界面物性との関係を明らかにする有用な結果を得たもので，界面物性の制御に関する重要な知見
を与えた意義は大きし、。これらの成果は有機工業化学並びに界面化学分野に対して貢献するところが大である。よっ
て本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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